
厚生委員会報告資料 

令和２年１１月１２日 

報告事項件名 頁 

１ 足立区福祉施設指定管理者等評価委員会の評価結果について ・・・・・・・・２ 

２ 足立区第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画策定に伴う中間報告に 

ついて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

（福 祉 部）



厚 生 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１１月１２日 

件  名 足立区福祉施設指定管理者等評価委員会の評価結果について 

所管部課 
福祉部福祉管理課、福祉部高齢者施策推進室高齢福祉課、福祉部障がい 

福祉推進室障がい福祉課 

内  容 

令和元年度の福祉施設指定管理者の業務について、足立区福祉施設指定

管理者等評価委員会（以下、「評価委員会」という。）による評価を行っ

たので、報告する。 

各施設の評価の詳細は、別添のとおり。 

１ 対象施設の指定管理者、令和元年度指定管理料、評価結果 

№ 
施設名称 

（法人名） 

指定管理料 
評価点 

得点率 

(%) 

評価 

結果 

1 

総合ボランティアセンター 

西綾瀬ボランティア 

センター 

(足立区社会福祉協議会） 

15,566,913円 44.9 69.08 
Ｂ＋ 

(Ｂ＋) 

2 ケアハウス六月(聖風会) 70,869,837円 53.9 82.92 
Ａ－ 

(Ａ－) 

3 

高齢者在宅サービスセン

ター西新井(西新井だいわ

会) 

9,970,000円 57.1 87.85 
 Ａ 

(Ａ) 

4 
綾瀬福祉園(東京都手をつ

なぐ育成会) 
142,877,834円 53.9 82.92 

Ａ－ 

(Ａ－) 

5 
大谷田グループホーム 

(あだちの里) 
30,105,882円 50.9 78.31 

 Ａ－ 

(Ａ－) 

6 
大谷田就労支援センター 

(あいのわ福祉会) 
95,499,258円 51.0 78.46 

 Ａ－ 

(Ｂ＋) 

7 
大谷田ホーム(あいのわ福

祉会) 
30,163,135円 52.7 81.08 

Ａ－ 

(Ｂ＋) 

注）表中の（ ）は平成３０年の評価結果 

＜評価基準＞（満点は 65点、標準点は 39点） 

満点に対する評価点割合 評価 

９０％以上 Ａ＋ 

８３％を超え ９０％未満 Ａ 

７５％以上  ８３％以下 Ａ－ 

６７％を以上 ７５％未満 Ｂ＋ 

５９％を超え ６７％未満 Ｂ 

５４％を超え ５９％以下 Ｂ－ 

５４％以下 Ｃ 
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２ 評価対象期間 

平成３１年４月１日～令和２年３月３１日 

 

３ 評価委員会の開催について 

令和２年８月４日～９月２日の間 

 

４ 評価委員会委員の構成（計７名） 

種別 氏名 推薦団体等 

学識経験者 

(有識者含む) 

石橋 裕子【会長】 帝京科学大学 

香取 三雄【副会長】 公認会計士 

長田 昌子 社会保険労務士 

区民関係団体 
中村 富美子 足立区女性団体連合会 

北島 小夜子 足立区民生・児童委員協議会 

区職員 
中村 明慶 福祉部長 

秋生 修一郎 地域のちから推進部長 

 

５ 業務評価の内容 

（１）評価目的 

指定管理者の業務を適切に検証し、評価することにより、各福祉施

設における利用者サービス向上を図ることを目的とする。 

（２）評価方法 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、合議によらず、書面評

決方式により実施した。 

評価については、「指定管理者制度に関する基本的な考え方につい

て」に基づき評価シートを作成し実施した。なお、委員７名による各

評価項目の平均点の合計を評価委員会評価点とした。 

ア 指定管理者による自己評価 

イ 担当課による日常点検・ヒアリング等に基づく評価 

ウ 評価委員会による評価 

＜提出資料＞ 

1 施設概要を記載した書類 5 決算関係書類 

2 協定書 6 事業実績報告書 

3 労働条件チェックシート 7 

アンケート調査結果または東

京都福祉サービス第三者評価

の結果 

4 業務従事者一覧 8 その他 
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６ 公表 

厚生委員会終了後、区ホームページで公表する。 

問題点・ 

今後の方針 
各福祉施設利用者の利便性や満足度の向上を図っていく。 
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厚 生 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１１月１２日 

件   名 
足立区第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画策定に伴う中間報告につ

いて 

所管部課名 福祉部障がい福祉課、衛生部中央本町地域・保健総合支援課 

内 容 

 現在策定中の足立区第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画について、

下記のとおり素案（別添資料「足立区第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉

計画素案」）がまとまったので報告する。 

記 

１ 障がい福祉関連計画の体系 

＊網掛け部分を策定する 

２ 主な内容 

第１章 障がい福祉計画・障がい児福祉計画の位置づけ 

計画策定の目的と背景、計画期間、位置づけを説明する。 

第２章 計画策定にあたっての基本的な考え方 

国が示す成果目標と、それに対する区の考え方を示す。 

第３章 足立区第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画 

国基本指針に基づく区の成果目標を設定し、目標達成のためのサービ 

ス体系とサービス見込量を確保するための方策を示す。 

第４章 足立区障がい者計画の進捗状況 

平成３０年３月に策定した計画の成果目標および活動指標の進捗状況

を確認し、今後の取り組み方針を示す。 

３ 今後の予定 

（１）協議会等からの意見聴取 

１１月２０日（金） 地域保健福祉推進協議会 介護保険・障がい福祉専門部会 

   １２月１５日（火） 足立区地域自立支援協議会 

（２）パブリックコメントの実施・障がい者団体等からの意見聴取 

   １１月２５日（水）～１２月２５日（金） 

 平成３０年度～令和２年度 令和３年度～５年度 

障がい者計画 

（障害者基本法） 

足立区障がい者計画 

あだちノーマライゼーション推進プランⅢ 

障がい福祉計画 

（障害者総合支援法） 

第５期 

障がい福祉計画 

第６期 

障がい福祉計画 

障がい児福祉計画 

（児童福祉法） 

第１期 

障がい児福祉計画 

第２期 

障がい児福祉計画 

問 題 点 

今後の方針 

素案は現段階の考え方を示したものであり、今後区民意見や協議会・障がい者団

体等からのヒアリングを経て、本計画を令和３年３月に策定する。 
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